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以前に『ドイツ精神と西欧』所収の論文｢自由のドイツ的理念（Die deutscher Idee von der 
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あって、それにより現実を反省的に検討することは出来ても、現実を追い越し、現実を導
くものではない。 
この議論が現実の社会問題に向けられた時、現存する規範を全面的に支持するわけでも、
新たな変革のための理念を提示するわけでもないことになる。このことを実践に対する無
力として非難することは可能であろう。しかし、トレルチ自身この非難を｢中途半端さ｣と
して自覚しているところであって、その弱みは信仰によって受け止められている。それゆ
えにトレルチの議論に対する批判はまず、その実践的な無力さではなく、トレルチが中途
半端という非難を覚悟で選びとった、コンサバティブとリベラルの総合、すなわち非合理
なものの力を認めつつ合理的に思考するという立場の持つ、歴史的現実に対する批判機能
がどれほど効果的に働くか、という点に向けられるべきである。 
歴史的現実から出発する思索がいかにして歴史的現実を批判しうるのか。その理論的基
礎付けはまさしく歴史主義の問題であって、歴史哲学の議論となる。一方、その実際的な
批判の内容や妥当性を考察するためには、トレルチの政治的な発言や振る舞いを検証する
必要がある。本稿ではそれぞれの課題に踏み込むことは出来なかったが、時代診断から導
かれた、コンサバティブとリベラルの総合を目指す立場と、歴史によって歴史を克服する
という歴史主義の問題が密接に関連しているということは明らかになっただろう。 
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